
【計画素案 第５章 防災指針】

〇居住や都市機能誘導に必要となる防災・減災等に関する指針。

〇市全域における災害予測及び地理的特徴を分析し、
防災・減災の方向性を整理します。

〇分析結果と土地利用の状況等を重ね合わせ、課題の抽出を行
います。

〇災害予測の種類、地理的特徴等ごとの課題に応じ、ソフ
ト・ハード両面から、取組の方向性を整理します。

〇防災・減災に関する個別具体的な取組内容や実施期間を記
載します。 ※都市マスの分類表現を踏襲

5-1 防災指針の方針

5-2 本市における防災・減災の分析

5-3 防災・減災に関するの課題整理と取組方針

5-4 取組推進にあたって

本編ｐ86～112
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第二回策定委員会での意見を踏まえ、以下の点について更新しています。
①「災害リスクを踏まえて」という表現ではなく、「災害予測・地理的
特徴・防災・減災の取組み等を踏まえて」に修正（全章通して）
②災害予測に関する指定区域（上段の表）と、地理的特徴（下段の表）
を分けて表現。

③章構成として、要約表示が可能な箇所について修正。あわせて、具体
的な取組等の分類表示については、都市マスでの表現を踏襲。（第7、
８章の防災・減災の項目にも反映）



【計画素案 第６章 公共交通ネットワーク】

〇住民の生活を支える都市機能と居住を集約・誘導す
ることに加え、まちづくりと連動した公共交通ネット
ワークの再構築が重要。

〇“生涯住み続けたいまち”として生活利便性を維持・
向上するため、日常生活圏を踏まえた広域公共交通
ネットワークの形成について、近隣市及び関係機関等
と連携しながら一体的に検討し取り組む必要がある。

6-1 公共交通ネットワーク検討の必要性

① 公共交通の利便性向上と利用促進
② 広域公共交通ネットワークの形成
③ 交通結節点の空間価値・機能の維持向上

交通結節点の位置づけ

都市機能誘導区域（地区名） 該当箇所

１．金剛駅周辺地区 金剛駅周辺

２．大阪狭山市駅周辺地区 大阪狭山市駅～市役所周辺

３．狭山駅周辺地区 狭山駅周辺

４．今熊周辺地区 公共施設周辺

５．狭山ニュータウン地区北部地区 コミュニティセンター周辺

６．狭山ニュータウン南部地区 東大池公園
誘導施設（病院）周辺

本編ｐ113～119
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6-2 公共交通ネットワークの方針

関連部局の意向、関連事業等の検討状況を踏まえ、以下の内容を精
査し、更新しています。
①公共交通ネットワーク方針図（下図）の更新
②交通結節点としての文章表現



【計画素案 第７章 誘導施策】

〇居住誘導、都市機能誘導（拠点形成）、公共交通ネットワークに関する全市的な誘導施策について位置付けています。

7-1 居住誘導に関する施策展開の考え方（ストーリー）

7-2 居住誘導に関する具体的な誘導施策について

7-3 都市機能誘導（拠点形成）及び公共交通ネットワークに関する施策展開の考え方（ストーリー）

7-4 都市機能誘導（拠点形成）及び公共交通ネットワークに関する具体的な誘導施策について

誘導施策 居住誘導 都市機能誘導(拠点形成) 公共交通ネットワーク

①快適で利便性の高い居住環境の維持・向上 〇 〇 〇

②届出制度による都市機能の誘導 〇 〇 －

③既存ストックの活用 〇 〇 －

④公共施設・都市インフラに関するまちづくり 〇 〇 〇

⑤歩いて暮らせるまちづくりの推進 〇 〇 〇

⑥利便性の高い公共交通の維持・向上 〇 － 〇

⑦防災・減災対策の推進 〇 〇 －

⑧その他各種関連制度の活用 〇 〇 〇

⑨交通結節点の空
間価値・機能の維
持向上

既存の公共交通ネットワークの存続と
運営体制の効率化 － － 〇

広域公共交通ネットワーク形成に向け
た東西方向への着手 － － 〇

他市の拠点を含む都市拠点（交通結節
点）との連携 － 〇 〇

新たな交通モードや情報通信技術等を
踏まえた公共交通環境の構築 － － 〇

本編ｐ121～133
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前回からの大きな変更なし
※文言表現、レイアウトの修正、図の追加程度



【計画素案 第７章 誘導施策】

7-4 都市機能誘導（拠点形成）及び公共交通ネットワークに関する具体的な誘導施策について

本編ｐ134～137
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関連部局の意向、関連計画・関連事業等の検討状況を踏まえ、以下の内
容を精査し、更新しています。
①個別事業の検討熟度に応じた、内容の記載
②上記を踏まえた各エリア全体の施策展開（ストーリー）の記載表現
③各区域図の作成と誘導施策の書き込み

※大阪狭山市公共施設再配置計画の検討内容を反映

①金剛駅周辺エリア

②大阪狭山市駅周辺エリア

〇各エリアの誘導施策を位置付けています。



【計画素案 第７章 誘導施策】

7-4 都市機能誘導（拠点形成）及び公共交通ネットワークに関する具体的な誘導施策について

本編ｐ138～142

24

関連部局の意向、関連計画・関連事業等の検討状況を踏まえ、以下の内
容を精査し、更新しています。
①個別事業の検討熟度に応じた、内容の記載
②上記を踏まえた各エリア全体の施策展開（ストーリー）の記載表現
③各区域図の作成と誘導施策の書き込み

※大阪狭山市公共施設再配置計画の検討内容を反映

③狭山駅周辺エリア

④今熊地区周辺エリア



【計画素案 第７章 誘導施策】

7-4 都市機能誘導（拠点形成）及び公共交通ネットワークに関する具体的な誘導施策について

本編ｐ143～147
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関連部局の意向、関連計画・関連事業等の検討状況を踏まえ、以下の内
容を精査し、更新しています。
①個別事業の検討熟度に応じた、内容の記載
②上記を踏まえた各エリア全体の施策展開（ストーリー）の記載表現
③各区域図の作成と誘導施策の書き込み

※大阪狭山市立学校園の適正規模・適正配置に関する実施方針の検討内容を反映

⑤狭山ニュータウン地区北部周辺エリア

⑥狭山ニュータウン地区南部周辺エリア



【計画素案 第８章 計画の進め方】

〇PDCAサイクルに基づいた計画の進め方について記載して
います。

8-1 計画（PLAN)の進行管理

〇都市再生特別措置法に基づく届出制度の概要について記
載しています。（居住誘導区域外の開発等や都市機能誘導
区域外における誘導施設の動向等の把握や事前に協議する
機会を確保することが目的。）

◆届出の対象（居住誘導区域外での行為に限る）

開発行為 ３戸以上の住宅の建築を目的とした開発行為
１戸又は２戸の住宅の建築を目的とした開発行為で、その規
模が1,000 ㎡以上のもの

建築等行為 3戸以上の住宅を新築しようとする場合
建築物を改築し、または建築物の用途を変更して３戸以上の
住宅とする場合

◆届出の対象（都市機能誘導区域外での行為に限る）

開発行為 法に基づく誘導施設を有する建築物の建築を目的とした開発
行為を行おうとする場合

建築等行為 法に基づく誘導施設を有する建築物を新築しようとする場合
もしくは建築物を改築し、又は建築物の用途を変更して法に
基づく誘導施設を有する建築物とする場合

◆届出の対象（居住誘導区域外での行為に限る）

誘導施設の休
止・廃止

都市機能誘導区域内において法に基づく誘導施設を休止また
は廃止しようとする場合に届出が必要。

本編ｐ149～158
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前回からの大きな変更なし
※文言表現、レイアウトの修正、図の追加程度



【計画素案 第８章 計画の進め方】

8-2 施策・取組みの展開（DO）

8-3 評価分析等による点検（CHECK） 8-4 計画見直しの考え方（ACTION）

〇第7章の誘導施策のうち、短期的な取組内容とスケジュー
ルを記載する予定です。

各都市機能誘導区域において、早期の取組みが想定されるも
のについて、個別事業や関連計画の検討熟度に応じてスケ
ジュールを更新しています。

〇都市計画マスタープラン同様、「アウトプット評価」及び
「モニタリング評価」について位置付けています。

個々の取組みに対するアウトプット評価は、都市計画マスタープラン
におけるアウトプット評価において行う。

モニタリング評価については、第7章 誘導施策を踏まえ具体的な内容
を設定。

評価の位置づけを踏まえ、誘導施策に応じた「評価指
標」及び「目標値」を設定しています。（次ページへ）

〇都市計画マスタープランの見直し、改定状況も踏まえなが
ら、概ね5年ごと に本計画の見直し、改定を行います。

本編ｐ159～166
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※第２回策定委員会の意見を踏まえ内容を見直しています。



目標指標 基準値 目標値 調査方法

自身が住んでいる地域において日常で利用する道路環境
が悪いと思っている人の割合

30.8％（令和元年） 基準値からの維持・増加 市民意識調査等（総合計画・都市マス等）

公共施設の総延床面積約10％縮減 約127,000 ㎡
（令和３ 年度）

約114,300 ㎡
※大阪狭山市公共施設等総合管理計画
（令和４年改定）を踏まえて

公共施設台帳

市内公共施設の年間維持管理経費（人件費含む） 4,629,479円/年
（令和5年度）

基準値からの減少 大阪狭山市公共施設等総合管理計画・公共
施設再配置計画等

【計画素案 第８章 計画の進め方】本編ｐ167～169
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目標指標 基準値 目標値 調査方法

空家率 11.0%（平成30 年） 基準値からの維持・減少 住宅土地統計調査

目標指標 基準値 目標値 調査方法

都市機能誘導区域内の地価（４地点） 地価公示平均
157,000 円/㎡（令和６年）

予想地価公示平均地価
220,400 円/㎡からの増加

地価公示

居住誘導区域内の人口密度 78.1人/ha（令和和2年） 66.8人/haからの増加
※社人研推計に基づく試算（令和27年）
を踏まえて

国勢調査

①今後も市内に住み続けたい問思う市民の割合
②現在の場所に住み続けたいと考える市民の割合
③市内に住み続けたいと考える市民の割合（20～49歳）

①78.8％（令和元年）
②69.3％（令和元年）
③73.5％（令和元年）

基準値からの維持・増加 市民意識調査等（総合計画・都市マス等）

人口の社会増減数 229人（令和元年） 基準値からの維持・増加 住民基本台帳

都市機能誘導区域内の誘導施設数 ※全地区 55件 （令和６年） 基準値からの維持・増加 本計画

駅周辺がそれぞれの地域特性を活かした
魅力ある空間であると感じている市民の割合

24.6%（令和元年） 基準値からの維持・増加 市民意識調査等（総合計画・都市マス）

市内にある事業所数 ※市全域 2,355 件（令和２年） 基準値からの維持・増加 経済センサス

目標指標 基準値 目標値 調査方法

安全な歩行者空間が確保できていると感じている市民の割合 28.8％（令和元年) 基準値からの維持・増加 市民意識調査等（総合計画・都市マス等)

8-3 評価分析等による点検（CHECK）



目標指標 基準値 目標値 調査方法

大阪狭山市は災害に強いまちだと認識する市民の割合 42.5%（令和元年） 基準値からの維持・増加 市民意識調査等（総合計画・都市マス
等）

耐震化率
①住宅
②特定既存不適格建築物（民間建築物）
③下水道（重要な管きょの耐震対策率）

①80%
②93.4%
③10%（平成29 年度）

①95％
②95%
※大阪狭山市建築物耐震改修促進計画（平成30 
年）を踏まえて
③25%
※大阪狭山市下水道ビジョン2019（平成31
年）を踏まえて

住宅・土地統計調査（大阪府独自集計）
等

土砂災害特別警戒区域内住宅移転・補強
事業補助金の活用件数（累計）

0 件(令和２年） １件
※大阪狭山市強靭化地域計画（令和３年
）を踏まえて

まちづくり推進部資料

自主防災組織数 69.7％（令和２年） 82％
※大阪狭山市強靭化地域計画（令和３年）を踏
まえて

総合計画

防災士資格取得者数（累計） 25 人（令和２年） 80 人
※大阪狭山市強靭化地域計画（令和３年）を踏
まえて

総合計画

【計画素案 第８章 計画の進め方】本編ｐ169～170
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目標指標 基準値 目標値 調査方法

市循環バス利用者数 44,778 人（令和5 年） 基準値からの維持・増加 統計資料

①バスを利用する市民の割合
②公共交通の利便性がいいと思っている人の割合

①35.4%（令和元年）
②32.6%（令和元年）

基準値からの維持・増加 市民意識調査等（総合計
画・都市マス等）

公共交通機関の徒歩圏人口カバー率 100%（令和5 年） 100% 国勢調査

鉄道駅の利用者数
①狭山駅乗降客数
②大阪狭山市駅乗降客数
③金剛駅乗降客数

①5,273 人（令和4 年）
②8,479 人（令和4 年）
③26,468 人（令和4 年）

基準値からの維持・増加 大阪府統計年鑑

公共交通の分担率 50.33％（令和2 年） 基準値からの維持・増加 国勢調査

8-3 評価分析等による点検（CHECK）



【計画策定に向けた今後のスケジュールについて】
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計画策定に向けて

６月 ７月 ８月 9月 10月 11月 12月

大阪府意見照会
近隣市情報共有

庁内調整会議

策定委員会

都市計画審議会

議員説明

パブリックコメ
ント

市議会議員以外の都市計画審議会委員は、
策定委員会委員と重複しているため、都市
計画審議会委員以外の議員も含め、個別に
計画素案及びパブコメについて説明

【予定】８月13日（火）～９月３日（火）
公共施設再配置計画・学校園の適正規模・適正
配置に関する実施方針と同時期に実施。

大阪府意見、第3回策定委員会意見を計画に反映
⇒ 委員長・副委員長に確認（各委員に共有）

7月末に回答予定とのこと。

計画策定について諮問・答申

最終調整の後計画策定

【9月末策定予定】
・大阪狭山市公共施設再配置計画
・大阪狭山市立学校園の適正規模・適正配置に関する実施方針

計画策定後は、都市計画マスタープランの中間見直し（令和８年度頃に検討作業）又は立地適正化計画の次回中
間見直し（令和１１年度頃に検討作業）にあわせ、計画の見直し予定ですが、両計画の中間見直し時期までに、
個別事業等の検討状況に応じて、必要に応じた見直し作業を行う可能性があります。


